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項 目 内 容 

1.発表テーマ 

 

瀬戸内海の歴史と文化 

―島の海里山と生活文化― 

 

2.課題 

 

 

 

瀬戸内沿海域や島嶼部は、海と深く関わった生活文化があった。白

砂青松は、そうした瀬戸内海での生活文化のなかでつくりだされた文

化的景観といえる。 

白砂青松を構成する里海の藻は、里の畑地の重要な肥料となった。

藻は肥料だけでなく、耕地の乾燥を防ぎ、傾斜畑の修理などにも利用

した。港内の荒波を防いだり、身体や家、屋敷の清め、民間療法の石

風呂など幅広く利用された。貴重な資源だったため藻の口明けや口留

めを決めて、持続的な資源管理をおこなっていた。 

里山の松は、台所や夜漁の燃料に利用し、各部を細かく使いわけ、

呼び名も分けていた。なかでもゴ（松葉）は毎年再生産され、口明け

や口止めがあった。松は建築材や農具や漁具の材料となるため伐らな

いで大切にした。海岸の魚付林の松は魚の保護、海岸の松林は防潮や

風除けに役だった。松は日本を代表する神樹でもあった。 

瀬戸内海の人々が長く生きりための資源として選択し、大切にまも

ってきた藻や松は、戦後の埋立て、海水・大気汚染などで伝統的な生

活文化と共に消えようとしている。 

 

3.対応（提案） 

 

 

 

民俗学は儀礼研究に偏り、調査項目も地域にあわせたものではなか

った。里海・里・里山をあわせた海里山の生活文化は、日常と非日常

をあわせ、瀬戸内海にそくした視点で考えないととらえられない。そ

のとき民俗学者宮本常一の昭和３０年代の撮影写真などは参考にな

る。 

空間的に海里山の自然と生活文化が一体としてとらえられ、豊かな

資源と伝統文化を伝える島で、新しい視点からの掘りおこしが必要で

ある。 

 

4.今後の瀬戸内海の

方向性について 

 

 

 

 島は沿岸部では消えた瀬戸内らしさを伝えている。しかも一島一島

の海里山のあり方や歴史が異なり個性的で、文化多様性の宝庫でもあ

る。 

 オシアミなどの遠浅で楽しむ遊漁も、資源が豊富な島だから残って

いた。島での自然と生活文化の学際的調査と並行して、伝統的なオシ

アミなどを利用した実践活動を並行しておこなう。実践活動をとおし

て調査研究を検証し、瀬戸内らしさを発見するのである。 

瀬戸内海の海里山の自然と生活文化を一体としてとらえ、調査研究

と実践活動をあわせた生活文化学により、新たな方向性が見えそうで

ある。 
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